


































































































































































































































































は，先ず， CA E (Computer Aided Engineering）によって，金型設計段階からシュミレーション
を使って検討される。この作業は3次元CA Dで行われ，この段階でプラスチック成形の製品の品
質が左右されてしまうといわれる。つぎにコンカレント・エンジニアリング（ConcurrentEngineer-
ing）によって，ユーザーからの設計データをもとに，設計・解析・試作を同時並行的に進めてしま
う。このやり方で設計変更があっても 3次元形状を確認しつつ作業を進めることができ，開発から
試作，本生産まで時間の節約とコストの低減が実現するo このような同社の受注形態がユーザーに
信頼と利益をもたらすので，ユーザーの新規開拓は殆ど行わなくてもユーザーからの引き合いが来
るのである。
このようなユーザーと開発段階から結びついた，需要の質を内生化した受注生産（7）は，見込生産
におりる需要の量の予測誤差はないものの相手方との一蓮托生のリスクは大きくなるo このリスク
を小さくする試みとして設計や製造の変更をコンカレントエンジニアリングで素早く吸収すること
や事業の柱を増加させることがなされている。事業分野は成形品では空調機器，情報・通信機器，
車輔，映像・音響機器および家電の部品，さらにこれらの金型を扱っている。空調機器部品では一
部世界のトップシェアを占めたものもあったが，最近では情報・通信機器部品への売上げのウェイ
トが大きくなっているo
(3) G社の海外戦略
G社の海外進出について，東洋経済『海外進出企業総覧（国別編）’96』（8）と同社の店頭登録資料
を見ると，出資状況で独資はない。マレーシアと中国の場合を除いて，同社が最大株主となって現
地法人を設置している。他の株主の顔ぶれは，日本の総合商社や樹脂原料の提供先などである。
同社の最初の海外進出は昭和62年のシンガポールで，貿易摩擦回避と逆輸入を目的として，自社
製品の卸売事業を始めている。つぎの昭和63年のイギリス進出は随伴と市場目的で，合成樹脂製品
の設計，成形加工，金型の設計・製造事業を行っている。代表者は現常務である。引き続き平成元
北陸企業のグローパル経営（3) -9ー
年にはアメリカに市場ならびに随伴目的で自動車，事務機器関連でプラスチック成形部品の製造・
販売会社を設立，資本参加と代表者を送り込んだ。
また，同年操業したものにマレーシアの工場がある。原料提供先との共同出資でG社の出資は30
%と低いが，従業員1,200名の大工場がスタートした。日本からの出向者は’96年の資料で10名で， G
社はそのうちの 2名を出向させている。なお，出資者となっている繊維系総合化学会社は同一住所
においてAF S樹脂を生産している。
マレーシア進出後は，圏内において企業体質の強化がはかられ，海外事業展開の方は休止となっ
た。国内で子会社の吸収合併や工場の新設が次々に実施された。需要の拡大や合理化の目的で展開
されたものである。この時金型事業の内生化が進められた。生産能力の拡大とともに平成3年には
売上げが前期比で1.66倍と飛躍的に伸びている。国内販売網の充実もはかられた。
しかし，平成5年以後は国内は不況の長いトンネルに入って売上げが低下したが，平成6年には
海外展開を一気に進めた。
平成6年には中国遼寧省で25%出資の関連会社が操業開始した。同年香港に子会社，タイに関連
会社を設立した。平成6年の売上高は若干の減少を見たが，固定資産の除去H，借入金の繰上返済な
ど会計上の諸整理を行って利益は増大した。
平成7年には前年のタイ関連会社とは別に異なった出資者と組んで新しく関連会社を設立，金型
からの生産を開始した。
同社の海外事業展開はほぼ一巡したという段階に来たが，これで安定経営ができるという環境で
はないところが，つぎつぎと試練を与えられるところである。 G社の場合は撤退の可能性があるか
どうか，また，撤退が起こるとすれば投資目的と独立しているかどうかが今後注目する点である。
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